
 

1 

 

 
平成 30年 6月 26日 

各  位 

会 社 名 マルコ株式会社 

代表者名 代表取締役社長 岩本 眞二 

（コード 9980 東証二部） 

問合せ先 執行役員 管理本部長兼経理部長 

        巻田 眞一郎 

（TEL 06-6455-1205） 

 

 

（訂正・数値データ訂正）「平成 30年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

 当社は、平成 30年 5月 14日に発表いたしました「平成 30年 3月期決算短信〔日本基準〕（連

結）」について、一部訂正がありましたのでお知らせいたします。また、数値データにも訂正があ

りましたので訂正後の数値データも送信いたします。なお、訂正箇所には、下線を付して表示して

おります。 

記 

１．訂正の理由 

  平成 30年３月期決算短信発表後の有価証券報告書の作成過程におきまして、サマリー情報の

連結財務状態、（参考）個別業績の概要の個別財政状態、経営成績等の概況、連結財務諸表及び

主な注記の連結貸借対照表に一部訂正が生じましたので、提出済みの決算短信を訂正させていた

だくものであります。 

 

２．訂正の内容 

 （1）サマリー情報 1ページ 

   （２）連結財政状態 

（訂正前） 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期 20,827 15,812 75.9 156.11 

29年３月期 11,572 8,094 69.9 94.70 

 

（訂正後） 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期 20,601 15,812 76.8 156.11 

29年３月期 11,572 8,094 69.9 94.70 

 

 （2）サマリー情報 2ページ 

  （参考）個別業績の概要 

   （２）個別財政状態 
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（訂正前） 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期 19,947 15,805 79.2 156.03 

29年３月期 11,571 8,119 70.2 94.99 

 

（訂正後） 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期 19,713 15,805 80.2 156.03 

29年３月期 11,571 8,119 70.2 94.99 

 

 （3）添付資料 2ページ 

   1．経営成績等の概況 

   （2）当期の財政状態の概況 

（訂正前） 

①資産、負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

  当連結会計年度末における流動資産は 154億 96百万円となり、前連結会計年度末に比べ 79

億 99百万円増加いたしました。これは主に、現金及び預金の増加、売掛金の増加、たな卸資産

の増加及び繰延税金資産が増加したことによるものであります。 

（固定資産） 

  当連結会計年度末における固定資産は 53億 30百万円となり、前連結会計年度末に比べ 12億

55百万円増加いたしました。これは主に、連結対象子会社の取得によるのれんの増加、関係会

社長期貸付金の増加、リース資産及び繰延税金資産が増加したことによるものであります。 

（流動負債） 

  当連結会計年度末における流動負債は 44億 65百万円となり、前連結会計年度末に比べ 15億

38百万円増加いたしました。これは主に、短期借入金の増加、未払法人税等の増加、未払金及

び未払費用が増加したことによるものであります。 

（固定負債） 

  当連結会計年度末における固定負債は５億 49百万円となり、前連結会計年度末に比べ２百万

円減少いたしました。これは主に、リース債務の増加、繰延税金負債の増加、長期借入金の増加

及び退職給付に係る負債が減少したことによるものであります。 

（純 資 産） 

  当連結会計年度末における純資産は 158億 12百万円となり、前連結会計年度末に比べ 77億

18百万円増加いたしました。これは主に、公募増資の実施による資本金の増加及び資本剰余金

の増加及び親会社株主に帰属する当期純利益の計上により利益剰余金が増加したことによるも

のであります。 

 

（訂正後） 

①資産、負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

  当連結会計年度末における流動資産は 152億 99百万円となり、前連結会計年度末に比べ 78

億２百万円増加いたしました。これは主に、現金及び預金の増加、売掛金の増加、たな卸資産の

増加及び繰延税金資産が増加したことによるものであります。 

（固定資産） 

  当連結会計年度末における固定資産は 53億１百万円となり、前連結会計年度末に比べ 12億

25百万円増加いたしました。これは主に、連結対象子会社の取得によるのれんの増加、関係会

社長期貸付金の増加、リース資産及び繰延税金資産が増加したことによるものであります。 
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（流動負債） 

  当連結会計年度末における流動負債は 42億 68百万円となり、前連結会計年度末に比べ 13億

41百万円増加いたしました。これは主に、短期借入金の増加、未払法人税等の増加、未払金及

び未払費用が増加したことによるものであります。 

（固定負債） 

  当連結会計年度末における固定負債は５億 19百万円となり、前連結会計年度末に比べ 31百

万円減少いたしました。これは主に、リース債務の増加、長期借入金の増加及び退職給付に係る

負債が減少したことによるものであります。 

（純 資 産） 

  当連結会計年度末における純資産は 158億 12百万円となり、前連結会計年度末に比べ 77億

18百万円増加いたしました。これは主に、公募増資の実施による資本金の増加及び資本剰余金

の増加及び親会社株主に帰属する当期純利益の計上により利益剰余金が増加したことによるも

のであります。 

 

 （3）添付資料 4ページ 

   1．経営成績等の概況 

   （参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

（訂正前） 

 平成 28年３月期 平成 29年３月期 平成 30年３月期 

自己資本比率（％） 57.7 69.9 75.9 

時価ベースの 

自己資本比率（％） 
32.8 108.6 162.0 

キャッシュ・フロー対 

有利子負債比率（年） 
― 0.1 ― 

インタレスト・ 

カバレッジ・レシオ（倍） 
― 379.6 ― 

 

（訂正後） 

 平成 28年３月期 平成 29年３月期 平成 30年３月期 

自己資本比率（％） 57.7 69.9 76.8 

時価ベースの 

自己資本比率（％） 
32.8 108.6 163.7 

キャッシュ・フロー対 

有利子負債比率（年） 
― 0.1 ― 

インタレスト・ 

カバレッジ・レシオ（倍） 
― 379.6 ― 

 

 （4）添付資料 8・9ページ 

  ３．連結財務諸表及び主な注記 

（１）連結貸借対照表 
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（訂正前） 
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（訂正後） 
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以 上 


